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本
番
同
様
に
５
日
間
の
熱
戦

　
八
月
二
日
聞
か
ら
太
陽
が
丘
で
、
来
年
の
京
都
国
体
に

備
え
た
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が
開
催
。
ま
ず
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

競
技
が
２
日
聞
か
ら
４
日
脚
ま
で
の
三
日
間
、
続
い
て
水

泳
競
技
が
八
日
出
と
九
日
聞
の
二
日
間
行
わ
れ
ま
す
。
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
は
、
全
国
レ
ベ
ル
の
競
技
会
を
国
体
の
会

場
地
に
招
い
て
、
本
番
同
様
に
行
う
も
の
で
す
。
全
国
か

ら
集
ま
る
選
手
や
関
係
者
に
、
温
か
い
声
援
を
送
り
ま
し

よ
う
。
な
お
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
は
十
一
月
の
下
旬
（
サ

ッ
カ
ー
競
技
）
に
も
、
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ソフトボール８月２日(日)～4日(火)

水泳8月8日（土)～9日(日)

盛
り
上
げ
よ
う
大
会
、
市
民
の
力
で

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
（
第
八
回

全
日
本
ク
ラ
ブ
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
）
は
、
八
月
二
日
囲
か
ら

四
日
脚
ま
で
の
三
日
間
、
府
立
山

城
運
動
公
園
太
陽
が
丘
第
一
・
二

野
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
女
子
チ
ー
ム
は
、
女
性

の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
者
で
結
賜

各
都
道
府
県
代
表
や
前
年
度
の
優

勝
・
準
優
勝
チ
ー
ム
、
そ
し
て
地

元
の
チ
ー
ム
兌
Ｂ
せ
て
、
三
十

二
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
予
定
で
す
。

　
本
市
へ
訪
れ
る
の
は
、
そ
の
内

の
土
ハ
チ
ー
ム
。
他
は
、
山
城
・
加

茂
・
和
東
・
精
華
の
四
町
が
会
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。
勝
敗
は
、
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
競
い
ま
す
。

水
泳

　
水
泳
競
技
（
昭
和
六
十
二
年
度

日
本
実
業
団
水
泳
競
技
大
会
）
は
、

八
月
八
日
出
と
九
日
冊
の
二
日
間
、

太
陽
が
丘
水
泳
場
で
開
催
。

　
実
業
団
は
、
各
種
事
業
所
（
官

公
庁
を
含
む
）
か
ら
、
「
標
準
記
録
」

大会会期中の

ご協力とお願い

を
突
破
ま
た
は
同
タ
イ
ム
か
田
し

て
選
ば
れ
た
選
手
や
、
前
年
度
・
前

々
年
度
の
出
場
選
手
な
ど
、
全
国

か
ら
約
八
百
人
が
参
加
。
職
域
対

抗
で
力
と
技
か
競
い
ま
す
。

　
　
皆
さ
ん
の

　
　
　
盛
大
な
声
援
を

　
開
会
式
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が

八
月
二
日
間
の
午
前
八
時
十
五
分

か
ら
太
陽
が
丘
第
一
野
球
場
で
、

水
泳
が
八
日
出
の
午
前
八
時
半
か

ら
同
水
泳
場
五
十
肩
プ
ー
ル
で
行

わ
れ
ま
す
。

　
開
会
式
と
閉
会
式
に
は
、
市
民

吹
奏
楽
団
や
ユ
ニ
チ
カ
宇
治
工
場

吹
奏
楽
団
夕
ほ
じ
の
、
宇
治
市
音

楽
連
盟
加
盟
団
体
で
編
成
さ
れ
た

合
唱
隊
な
ど
石
参
加
。
大
会
に
華

夕
添
え
毒
了
。

　
な
お
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の
開

催
中
は
、
市
内
の
交
通
混
雑
も
予

想
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

選
手
や
関
係
者
に
対
し
て
、
盛
大

な
声
援
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

★
選
手
団
な
ど
の
円
滑
な
輸
送

　
に
ご
協
力
を

　
選
手
団
や
大
会
役
員
な
ど
の

円
滑
な
輸
送
の
た
め
、
渫
鰹

車
は
や
め
て
ぐ
だ
さ
い
。
ま
た
、

関
係
車
両
を
優
先
し
て
い
た
だ

け
る
よ
.
ｎ
'
ｔ
)
協
力
く
だ
さ
い
。

★
大
会
会
場
へ
の
ご
来
場
は
路

　
線
バ
ス
で

　
太
陽
が
丘
の
駐
車
場
に
は
、

余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。
会
場
周

新
し
い
歴
史
に
向
か
っ
て
走
ろ
う
宇
治
市
市
民
運
動
推
進
期
間

「
美
し
く
心
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り
」
を

7
月
2
6
日
（
日
）
～
8
月
9
日
（
日
）

国体市実行委・市民運動推

進協が総会

市歌行進曲を初披露

6月13日　文化会館

　
第
四
十
三
回
国
民
体
育
大
会

宇
治
市
実
行
委
員
会
（
会
長
９

池
本
正
夫
宇
治
市
長
）
の
第
三

回
総
会
が
、
六
月
十
三
日
、
文

化
心
一
館
小
ホ
ー
ル
で
開
催
。
総

会
で
は
、
池
本
市
長
が
「
今
年

度
の
施
政
方
針
最
重
点
目
標
と

し
て
、
国
体
の
成
功
に
向
け
て

取
り
組
む
」
と
決
意
か
述
べ
、

辺
の
交
通
緩
和
を
図
る
た
め
に

も
、
路
線
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

★
市
役
所
業
務
も
繁
忙
。
ご
理

　
解
と
ご
協
力
を

　
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
期
間
中
は
、

大
勢
の
市
職
員
が
大
会
運
営
に

従
事
し
毒
ｙ
。
市
民
の
皆
さ
ん

に
は
召
値
崔
お
か
け
し
康
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

六
十
二
年
度
予
算
な
芦
蚕
議
案

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
途
中
同
会
場
で
は
、
軽

快
な
リ
ズ
ム
の
「
宇
治
市
歌
行

進
曲
」
が
、
宇
治
中
学
校
吹
奏

楽
部
と
宇
治
市
少
年
少
女
合
唱

団
ら
に
よ
り
初
披
露
。
「
歌
い
や

す
く
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
る
」

と
好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
宇
治
市
歌
行
進
曲
は
、

伊
吹
新
一
さ
ん
（
京
都
市
立
芸

術
大
学
講
師
）
が
宇
治
市
歌
を

▼変更後の配置図(本館１階)

▲宇治市歌行進曲を初披露（E月13日、文化会館小ホールで）

編
曲
。
今
年
九
月
沖
縄
で
行
わ

れ
る
、
国
体
夏
蚕
大
会
の
引
き

継
ぎ
式
会
場
で
流
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
。

　
一
方
、
続
い
て
開
か
れ
た
新

し
い
歴
史
に
向
か
っ
て
走
る
フ

宇
治
市
市
民
運
動
推
進
協
議
会

の
第
二
回
総
会
で
は
、
「
市
民

運
動
推
進
戸
の
設
置
要
領
を

報
告
。
町
内
会
・
自
治
会
、
事

業
所
な
ど
へ
の
推
薦
依
頼
か
決

め
ま
し
た
。

税
関
係
３
課
の

　
　
　
事
務
室
が
配
置
変
更

7月1

4日（

火）か

ら

　
市
役
所
本
館
一
階
の
市

民
税
課
・
資
産
税
課
・
納

税
課
の
事
務
室
が
、
七
月

十
四
日
出
か
ら
上
図
の
配

置
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

電
算
機
設
置
に
伴
う
も
の

で
、
こ
の
た
め
七
月
十
三

日
即
は
、
移
転
作
業
に
よ

り
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
税
関
係
証
明
書
の
交
付
・

請
求
な
ど
は
、
特
に
お
急

ぎ
で
な
い
限
り
、
七
月
十

四
日
以
降
に
お
願
い
し
ま

す
。
　
　
（
市
民
税
・
資

　
　
　
産
税
・
納
税
課
）
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消
費
者

コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

　
消
費
者
マ
ー
ク
は
、
私
た
ち

が
商
品
忿
選
択
す
る
際
、
品
質

や
安
全
性
、
ま
た
性
能
・
規
格

な
ど
の
大
切
な
情
報
を
提
侃
し

て
ぐ
れ
ま
す
。

　
今
回
は
、
数
多
い
消
費
者
マ

ー
ク
の
中
で
も
、
食
品
や
牛
居

用
品
の
安
全
性
を
保
障
す
る
マ

ー
ク
と
し
て
、
代
表
的
な
も
の

を
ご
紹
介
１
　
蚤
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
χ
／

　
Ｓ
マ
ー
ク
　
　
即

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

商
品
に
よ
る
事
欲
？
肩
費

者
を
守
る
た
め
に
。
特
に
危
険

を
及
ぼ
す
恐
れ
が
多
い
製
品
八

品
目
を
法
律
で
「
特
定
製
邑

に
指
定
し
、
安
全
基
準
を
定
め

て
い
ま
で
。
こ
の
基
準
に
合
格

し
た
製
品
だ
け
に
は
ら
れ
る
も

の
で
、
Ｓ
マ
ー
ク
が
付
け
ら
元★中央公民館★

て
い
な
い
特
定
製
品
は
、
販
売

な
ど
辱
旨
れ
て
い
未
了
。

▽
家
庭
用
の
圧
力
な
べ
及
び
圧

　
力
が
ま
、
乗
車
用
ヘ
ル
メ
″

　
ト
、
乳
幼
児
用
べ
″
ド
な
ど

備
え
損
害
賠
償
赳
答
斑
け
て

い
ま
ず
。

▽
乳
母
車
な
ど
の
乳
幼
児
製
品
、

　
家
具
・
家
庭
厨
房
用
品
、
ス

　
ポ
ー
ツ
レ
ジ
ャ
ー
用
品
な
ど

　
七
十
二
品
目
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

　
Ｓ
Ｆ
マ
ー
ク
固

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

　
火
薬
類
取
締
法
に
適
し
て
い

る
か
ご
７
か
の
「
法
定
基
準
」

消
費
者
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

電
気
用
品
｀
マ
ー
ク
副

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
国
で
決
め
ら
れ
た
検
査
に
合

格
し
、
技
術
曇
｝
に
適
合
し
た

電
Ｍ
用
品
だ
り
に
付
け
β
れ
て

お
び
、
い
わ
ば
電
気
用
品
の
安

全
マ
ー
ク
。
こ
れ
ら
の
マ
ー
ク

の
な
い
電
Ｍ
用
品
は
、
販
売
出

来
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
ず
。

▽
こ
の
マ
ー
ク
に
は
二
種
類
あ

安
心
マ
ー
ク
い
ろ
い
ろ

　
八
品
目
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

　
Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
　
（
図
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
国
の
認
可
か
受
け
て
設
立
さ

れ
た
製
品
安
全
協
会
が
、
安
全

性
の
認
定
舎
行
い
、
安
全
基
準

に
｛
組
し
た
製
品
が
け
に
は
ら

れ
て
い
‘
’
チ
。
Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
製

品
に
は
、
欠
陥
に
よ
る
事
故
に

　
中
央
公
民
館
で
は
、
左
表
の
視

聴
覚
教
材
を
無
料
で
貸
し
出
し
て

い
ま
ず
。
地
域
や
職
場
で
の
学
習

会
や
そ
Ｅ
套
の
催
し
な
ど
ｙ
f
j

莉
用
く
だ
さ
い
。

　
利
用
を
ご
希
望
の
団
体
は
、
利

と
「
安
全
基
準
」
の
検
査
に
合

格
し
た
も
の
だ
け
に
付
け
ら
元

て
い
未
了
。

　
Ｓ
Ｆ
マ
ー
ク
の
付
い
た
お
も

ち
や
花
火
に
欠
陥
が
あ
り
、
そ

れ
が
原
因
で
事
故
が
発
生
し
た
。

場
合
は
、
損
害
賠
償
制
度
に
よ

ひ
補
償
さ
れ
未
了
。

▽
煙
火
（
花
火
）
全
種
。

用
日
の
三
日
前
ま
で
に
、
中
央
公

民
館
へ
来
館
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
営
利
巨
的
や
個
人
で
使

１
恚
握
註
、
貸
し
出
し
出
来

ま
せ
ん
。

地
域
・
職
場
で
ご
利
用
を

り
、
甲
種
（
三
角
形
）
は
、
危

険
度
の
高
い
ア
イ
ロ
ン
、
テ

レ
ビ
な
ど
三
百
五
十
四
品
目
。

乙
種
（
丸
形
）
は
危
険
度
の

低
い
ラ
ジ
オ
な
ど
百
四
十
三

品
目
。

J
A
S
マ
ー
ク
（
図
5
）

　
　
　
　
　
　

　
多
く
の
加
工
食
品
が
私
た
ち

詳
し
ぐ
は
中
央
公
民
館
（
折
居

台
一
丁
自
、
文
化
セ
ン
タ
ー
内
・

豊
亀
1
4
1
1
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
地
蔵
盆
期
間
の

　
巡
回
上
映

　
地
蔵
盆
期
間
中
（
八
月
二
十
日

～
二
十
四
日
）
は
、
1
6
ミ
リ
映

写
機
・
フ
ィ
ル
ム
の
貸
し
出
し
は

………………'………":
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：
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｛

の
食
牛
活
を
豊
か
に
し
て
い
ま

す
。
レ
か
し
、
外
観
か
ら
は
品

質
や
内
容
が
分
か
り
に
く
い
も

の
も
、
か
な
ぴ
あ
り
ま
ず
。
そ
ん

な
と
き
、
お
買
物
の
目
安
に
な

る
の
が
Ｊ
Ａ
Ｓ
了
‐
ク
で
す
。

　
こ
れ
は
、
農
林
水
産
物
と
そ

行
い
ま
せ
ん
。
こ
の
期
間
に
つ
い

て
は
、
公
民
館
サ
ー
ク
ル
「
学
舎

映
画
同
好
き
が
、
市
内
各
地
域

夕
巡
回
上
映
１
　
蓬
す
。

　
巡
回
上
映

脳

希
望
の
自
治
心
一
、

子
供
会
な
ど
の
団
体
は
、
次
の
要

領
で
申
し
込
ん
Ｖ
Ｕ
v
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
期
間
・
方
法
・
・
・
７
月

　
1
3
日
囲
～
1
5
日
團
の
間
に
中
央

　
公
民
館
へ
直
接
来
館
で
。

の
加
工
品
の
品
質
と
品
質
に
つ

い
て
の
表
示
の
検
査
に
合
格
し

た
こ
と
聖
衣
し
て
い
ま
す
。

▽
缶
詰
め
、
ハ
ム
、
イ
ン
ス
タ

　
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
な
ど
農
林
水

　
産
物
と
七
の
加
工
品
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

▽
巡
回
内
容
・
・
上
映
時
間
＝
昼
間

　
は
相
談
の
上
決
定
、
夜
間
は
午

　
後
７
時
Ｉ
８
時
と
０
０
時
Ｉ
９
時

　
（
多
少
変
動
し
津
す
）
で
、
１
回

　
5
0
分
程
度
。
フ
ィ
ル
ム
の
選
定

　
は
公
民
館
に
お
任
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
：
中
央
公
民
館

　
　
（
折
居
台
１
丁
自
、
文
化
セ
ン

　
タ
ー
内
・
豊
⑩
1
4
1
1
）
へ
。

　
な
お
、
ご
希
望
の
団
体
が
多
数

の
場
合
は
調
整
し
て
決
定
。
調

整
出
来
な
い
時
は
、
抽
選
を
行

い
決
定
し
示
す
。

　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　　　　★貸し出しの視聴覚教材★

※機　．材
0 16ミリ映写機(公民館発行の操作免許証が必要)

０８ミリ映写機・撮影機　Ｏスライド映写機

Ｏその他
　・スクリーン(布・ティライト・ワイド)

　・レンズ(ワイド)

※16ミリフィルム(公民館発行の操作免許証が必要)

①天ヶ瀬ダム(ワイド)　　　　　　　　カラー40分

②武器なき闘い｢山本宣治｣(ワイドド　白黒120分

③この流れの彼方に　　　　　　　　　　カラー35分

④トロッコ(アニメーション)　　　　　カラー11分

⑤わがままな巨人(アニメーション)　　カラー27分

⑥チーター君のおはなし(自然動物シリーズ)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カラー10分

⑦くまの子ジャッキー(アニメーション)カラー27分
⑧山ねずみロッキー・チャック(アニメーション)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カラー27分

⑨おじいさんと不思議なおくりもの(児童劇映画)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カラー16分

⑩おば捨て山の月(アニメーション)　　カラー21分

四月の峰の狼(アニメーション)　　　　カラー15分

⑩手品師(アニメーション)　　　　　　カラー15分

⑩くまの子ウーフ(人形アニメーション)、カラー18分

⑩まんが偉人物語｢良寛｣(アニメーション)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カラー11分

⑩きつねのしっぼ(アニメーション)　　カラー17分

⑩―休さん｢がまん会ときもだめし会｣

　　　　　　　　　　(アニメーション)　カラ-25分

cあんじゅとずしおう(アニメーション)カラー31分
⑩チピ六二死満塁(児童劇映画)　　　　カラー51分

⑩てんぐ祭りとガキ大将(児童劇映画)　カラー41分

のチョコレート戦争(児童劇映画)　　　カラー41分

⑤大きい一年生と小さな二年生(児童劇映画)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カラー39分

⑩走れ、ぼくの小さな友だち(児童劇映画)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カラー47分

cI?くの熊おじさん(児童劇映画)　　　カラー46分

⑩夢かぎりなく　～わが子に豊かな体験を～

　　　　　　　　　　　　　(児童劇映画)カラー31分

⑩わらべの家のおばさんたち(劇映画)　カラー31分

のわたんべとすばらしい仲間(劇映画)　カラー40分

⑤ごんぎつね(アニメーション)　　　　カラー21分

のこびととくつや(アニメーション)　　カラー10分

※スライド

Ｏ荒野の少年　Ｏ小つばめの初旅行

Ｏ黄金のかもしか　Ｏくるみわり人形

Ｏりょうしと人形　Ｏくもの糸　o道標

⑩

　
加
か
ら
ぷ
荊
射
ほ
ど
折
ヽ
辰
詐
　
　
は
ヽ
今
も
「
M
m
献
の
胞
抑
け

が
肘
（
一
一
五
九
）
も
一
糸
に
ヽ
知
　
　
余
」
と
詮
り
似
え
ら
れ
て
い
る
が

か
の
球
か
か
ら
ヽ
醍
抱
戟
と
荻
原
　
　
き
な
杭
が
紺
っ
て
い
ま
す
・

彭
の
椴
い
が
お
こ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
ま
た
、
こ
の
邨
佃
防
の
お
洽
廓

　
総
い
に
胞
れ
た
爾
巍
戟
に
は
、
　
朝
に
も
お
の
即
な
・
矛
い
似
え
が
あ

Ｓ
ｉ
ｉ
献
と
い
う
芙
し
い
客
が
い
　
　
り
ま
大

ま
し
べ
そ
の
勁
を
砂
献
に
は
ヽ
　
　
　
岱
ヽ
恥
喫
の
宏
に
堅
殿
利
轍

七
藤
に
な
っ
た
加
耕
ヽ
拓
藤
の
ひ
　
　
争
と
よ
ぶ
乱
い
お
苓
が
あ
り
、
そ

ｉ
'
　
ｋ
ま
れ
た
ば
か
り
の
制
奈
の
　
　
こ
に
が
き
な
お
洽
妬
圃
が
鵬
ら
れ

ヨ
だ
の
Ｅ
Ｒ
の
!
＋
-
が
い
て
ヽ
い
つ
恥
　
て
い
ま
し
た
。

緊
の
や
に
よ
っ
て
稔
さ
れ
る
か
矩
　
　
　
拓
七
が
お
奈
に
知
を
か
け
ヽ
お

れ
ま
せ
ん
・
そ
こ
で
ヽ
や
聡
逮
を
　
　
心
に
お
彭
が
ｔ
え
て
い
き
ま
す
と
、

刳
る
た
め
、
弥
り
令
い
の
い
る
が
　
　
あ
や
不
か
卿
お
洽
廓
郵
は
ぢ
齢

松
匪
を
め
ざ
し
て
浄
ち
の
び
る
こ
　
　
く
炉
‰
一
り
I
　
Ｉ
Ｉ
く
訓
れ
た
樅
の

常盤御前と

　不焼地蔵

と
に
し
ま
し
た
。

　
砿
御
を
き
ぎ
ヽ
船
唄
ば
の
鴎
を

齢
え
る
と
ヽ
そ
こ
は
船
贈
の
竪
・

　
船
唄
の
Ｅ
に
が
り
枇
の
よ
う
す

を
を
て
ヽ
剽
を
節
ぼ
は
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
そ
こ
は
、
か
つ
て
鮒

鴫
儲
部
を
か
っ
て
ヽ
衣
唄
に
か
め

ぶ
ん
だ
畷
親
戟
の
恥
が
ヽ
お
栗
や

創
製
を
を
き
批
っ
で
し
ま
っ
て
い

　
を
け
附
に
し
ょ
ん
ぽ
り
か
っ
た

剽
影
妙
献
は
ヽ
や
懺
た
ち
を
舛
ま

せ
よ
う
と
際
ら
に
あ
っ
た
え
き
な

祉
に
駈
を
か
け
ま
し
た
・

　
船
幟
の
畝
佃
防
と
い
う
お
栗
に

孵
へ
奇
び
き
っ
た
の
で
す
・

　
そ
れ
か
ら
徹
ヽ
お
栗
は
必
て
組

さ
れ
ヽ
を
け
の
こ
っ
た
お
洽
恥
鵬

を
蔀
っ
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
ヽ
尉
奮
彫
但
の
恥
ｙ

の
氾
こ
二
二
こ
で
・
ま
た
、

お
奈
が
脚
か
れ
ま
し
た
が
・
お
洽

恥
部
だ
け
は
無
峯
で
し
ｉ
ｉ
”

　
泣
声
降
愕
に
な
る
と
ヽ
お
苓
は

索
懲
さ
れ
て
ヽ
畝
佃
防
と
な
り
ま

し
た
・
刺
客
の
お
洽
恥
圃
は
、
「
飛

脚
忽
恥
」
と
よ
ば
れ
ヽ
枇
の
心
麗

か
ら
逮
く
の
心
竹
に
ま
で
胆
く
儲

印
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

748

ふ
る
さ
と
む
か
し
話

市政情報いつでも24時間
テレホンサービス
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市内７ヵ所の保育所で実施

　
乳
幼
児
の
育
児
に
関
す
る
悩
み

事
や
心
配
事
な
ら
、
何
で
な
す
こ

や
か
養
育
相
鶴
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
す
こ
や
か
養
育
相
談
は
、

市
内
七
ヵ
所
の
保
育
所
で
実
施
。

すこやか養育相談の日程表

保育所r, 電謡相談日 面接刹l談日

同　　胞
豊⑩8070

　月　曜～金　曜

午iiijio時～午後3時

南　　浦
　豊35882

　　月曜一金曜

午前9時～午後4時

　　似週金曜

午riijio時～乍後2時

三　室　戸
nc3224

　　;i昭～土曜

午前io時～午後4時

は■曜は正午まで）

　　毎迎令曜

午前lO時～午筏4時

木　　幡
n回7123

　毎週金曜

午前lO時

　　　～正午

毎月第1金雌

午前lO時

　～午後4時

宇　　治
n⑩7551

小(T双葉【刺
a⑩7552
北　小　介

　豊⑩4ii3

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
◇
　
◇
　
◇

　
保
育
所
臨
時
職
員

　
登
録
希
望
者
を
募
集

　
市
立
保
育
所
臨
時
職
員
（
ア
ル

バ
イ
ト
）
の
登
録
希
望
者
を
募
集

し
ま
す
。

　
▼
職
種
…
保
ほ
、
用
務
、
調
理

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
す
・
・
市

販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

（
保
ほ
の
有
資
格
者
は
そ
の
旨
も
）

し
、
六
ヵ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写

真
を
は
っ
て
保
育
課
へ
。

保
育
課
の
お
知
ら
せ
・
豊
⑩
３
1
４
1

　
前
回
に
続
い
て
、
投
手
の
投

球
法
と
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
野

球
と
の
大
き
な
相
違
点
で
あ
る
、

走
者
の
離
塁
制
限
な
ど
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

　
《
投
手
の
投
球
法
〉

　
投
手
の
投
球
は
、
一
貫
し
た

連
続
動
作
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ワ
イ
ン
ド
ア
″
プ
（
投

球
直
前
に
腕
を
振
り
回
す
動
作
）

を
途
中
で
止
め
た
り
、
止
め
た

後
に
投
球
動
作
を
再
開
す
る
こ

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
毒
了
。
ウ

イ
ン
ド
ミ
ル
ピ
″
チ
を
行
う
時

は
、
腕
か
膜
ま
た
は
後
ろ
へ
落

と
す
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
引
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

腕
の
回
転
は
一
回
だ
け
。

　
一
イ
ー
ニ
ン
グ
中
に
、
監
督
や

競技の見方

ソフトバール

お
知

ら
せ

　
子
ど
も
料
理
教
室

　
簡
単
で
お
い
し
い
料
司
つ
く
り

に
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
７
月
2
3
日

出
＝
広
野
公
民
館
、
2
4
日
吻
＝
市

民
会
館
（
い
ず
れ
も
午
前
９
時
半

～
午
後
１
時
）
▼
内
容
…
簡
単
ピ

ラ
フ
、
ニ
ン
ジ
ン
ポ
タ
ー
ジ
ュ
。
お

や
つ
に
つ
い
て
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
、

お
話
▼
対
象
・
・
・
小
学
校
４
年
生
以

上
▼
定
員
・
・
・
各
2
0
人
（
先
着
順
）
▼

参
加
費
・
：
無
料
▼
申
し
込
み
・
問

投
手
に
は
ワ
ン
ポ
ー
ル
、
走
者

が
い
れ
ば
ワ
ン
ベ
ー
ス
が
与
λ

ら
れ
ま
す
。
死
球
の
場
合
も
原

則
と
し
て
不
正
投
球
が
適
用
さ

れ
る
な
ど
、
細
か
い
ル
ー
ル
が

い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

い
合
わ
ｔ
)
｡
｡
｡
電
話
で
保
健
予
防
課

　
（
。
一
一
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

　
ス
タ
ミ
ナ
料
理
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
2
6
日
間
、
午
後

１
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
府
立
城

南
勤
労
者
福
見
屈
（
伊
勢
田
町

新
中
ノ
荒
2
1
）
▼
講
師
・
：
料
理
研

究
家
・
星
野
美
智
子
ポ
ん
▼
対
象

・
・
・
男
女
か
簡
わ
ず
▼
定
員
…
2
4
人

（
先
着
順
）
ｙ
参
加
費
…
材
料
実
費

千
二
百
円
ｙ
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
…
参
加
負
m
え
て
、
７
月

1
5
日
～
2
0
日
に
府
立
城
南
勤
労
者

福
祉
会
館
（
豊
㈲
0
7
8
0
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
水
　
泳
　
学
　
園

　
▼
と
亭
・
７
月
2
4
日
図
～
８
月

６
日
困
。
毎
日
午
前
1
0
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ
・
・
・
黄
緊
公
園
プ
ー
ル
▼

内
容
・
：
初
心
者
指
導
と
泳
げ
る
子

へ
の
泳
法
指
導
▼
指
導
…
日
本
水

泳
連
盟
公
認
・
宇
治
市
水
泳
協
会

指
導
員
外
ｙ
対
象
・
・
小
学
校
２
年

生
以
上
▼
定
員
…
4
0
0
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
⊥
〈
千
円
（
プ
ー
ル
入

園
料
、
バ
″
ク
代
含
む
）
。
指
定
バ

ッ
ク
を
持
っ
て
い
る
人
は
五
千
五

百
円
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

…
参
加
費
と
印
鑑
か
痔
っ
て
上
林

が
離
れ
る
ま
で
、
塁
に
触
れ
て

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
投

手
の
手
か
ら
ボ
ー
ル
が
離
れ
る

前
に
塁
を
離
れ
た
ら
、
そ
の
走

者
に
は
ア
ウ
ト
が
宣
告
さ
れ
ま

す
。

ピ
ッ
チ
ャ
ー
投
球
時
は

　
　
　
走
者
に
離
塁
制
限

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が
投
示
と

打
支
Ｂ
せ
を
行
う
こ
と
が
出

来
る
の
も
、
一
回
限
り
で
す
。

二
回
け
政
ば
、
投
手
交
替
と
な

り
ま
す
。

　
前
回
か
ら
お
話
し
し
て
来
た

投
球
規
定
に
投
手
が
違
反
し
た

時
に
は
、
「
不
正
投
球
冪
萱
告
、

〈
走
者
の
離
塁
制
限
》

　
投
手
が
投
球
に
専
念
出
来
る

よ
う
、
走
者
に
は
離
塁
の
制
限

が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
投
手
が
ボ
ー
ル
か
痔
っ
て
、

投
手
板
の
周
囲
に
描
か
れ
た
円

内
に
入
っ
て
い
る
時
に
は
、
各

走
者
は
投
手
の
手
か
ら
ボ
ー
ル

　
ま
た
、
イ
ン
プ
レ

ー
中
に
投
手
か
円
内

で
ボ
ー
ル
か
単
に
し

た
時
に
は
、
走
者
は

直
ち
に
進
塁
す
る
か

帰
塁
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー

登
録
は
お
早
目
に

　
不
用
－
回
報
セ
ン
タ
ー
は
、

八
月
三
十
一
日
ま
で
開
設
。
現

在
、
次
の
よ
ラ
な
品
物
が
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
譲
り
た
い
も

の
、
欲
し
い
も
の
の
あ
る
人
は
、

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
。

■
譲
り
ま
す
。

　
パ
イ
プ
い
ず
、
べ
″
ド
（
二

書
店
（
宇
治
橋
通
り
１
丁
目
・
容
⑩

3
7
7
7
）
ま
た
は
黄
柴
公
園
管

理
事
務
所
（
五
ヶ
庄
３
番
割
・
容
⑩

1
9
0
5
）
へ
。
▼
主
催
・
・
・
宇
治
市

水
泳
協
会
　
　
吊
民
体
育
課
）

　
　
一
、
般
水
泳
教
室

　
▼
と
き
…
７
月
2
2
日
困
～
2
9
日

團
（
菅
窄
守
）
。
い
ず
ｎ
も

午
後
６
時
１
８
時
▼
と
こ
ろ
・
：
西

宇
治
公
園
プ
ー
ル
▼
対
象
・
・
・
市
内

在
住
、
在
勤
、
在
学
の
中
学
生
以

上
▼
定
員
…
5
0
人
（
先
着
順
）
▼
参

加
費
・
：
無
料
▼
申
し
込
み
・
・
・
電
話

で
市
民
体
育
課
（
容
⑩
3
1
4
1
）

へ
。
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

な
り
ま
す
。

　
不
正
投
球
と
離
塁
違
反
が
同

一
時
に
起
こ
っ
た
時
は
、
審
判

の
宣
告
の
早
い
方
忿
怒
用
。
宣

告
が
同
時
に
行
わ
れ
た
時
に
は
、

不
正
投
球
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

　
複
数
の
走
者
が
同
時
に
離
塁

違
反
を
行
っ
た
場
合
、
ホ
ー
ム

に
近
い
方
の
走
者
だ
け
が
ア
ウ

ト
に
な
り
、
他
の
走
者
に
は
帰

現
炉
命
じ
身
笛
す
。

　
　
　
　
　
　
（
国
体
事
務
局
）

Ｉ
－
Ｉ
－
Ｉ
自
－
－
1
1
1
1
－
1
1
1
1
1
1
S
－
―
－
1
1
1
1
一

段
、
セ
ミ
ダ
ブ
ル
、
シ
ン
グ
ル
）
。

ロ
ッ
キ
ン
グ
チ
ェ
ア
ー
、
ベ
ビ

ー
ダ
ン
ス
、
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
、
ベ

ビ
ー
用
蚊
帳
、
ベ
ビ
ー
バ
、
ス
、
ベ

ビ
ー
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、
カ
ー

シ
ー
ト
ラ
″
ク
、
歩
行
器
、
メ
リ

ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
、
食
器
乾
燥
器
、

電
子
炊
飯
ジ
ャ
ー
、
ベ
ア
ー
ド

葱
と
、
ア
ウ
ト
に
…
…
…
…
…
…
…
…

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　
初
心
者
講
習
会

　
▼
と
き
…
７
月
1
9
日
間
、
午
前

1
0
時
Ｉ
正
午
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
公

民
館
▼
内
容
・
・
・
基
本
ス
テ
ッ
プ
な

ど
▼
参
加
費
・
：
七
百
円
▼
準
備
品

…
体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ
ま
た
は
ゴ

ム
底
の
靴
▼
申
し
込
み
…
当
日
、

直
接
会
場
へ
▼
問
い
合
わ
せ
…
岡

村
吉
方
さ
ん
（
容
⑩
4
3
4
3
）

へ
▼
主
催
・
：
宇
治
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
同
好
会
。
　
（
市
民
体
育
課
）

　
在
宅
障
害
者

　
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

　
〈
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
1
4
日
叫
、
1
7
日

金
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
５
時

▼
と
こ
ろ
・
：
菟
道
高
等
学
校
▼
内

容
・
・
・
初
心
者
向
け
▼
指
導
…
菟
道

『行政資料コーナー』　　がオープン

７月15日・中央図書館

レ
″
サ
ー
、
除
湿
器
、
冷
凍

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
、
洗
濯
機
、

乾
燥
機
、
蛍
光
灯
、
囲
碁
セ

″
ト
、
ぶ
ら
下
が
り
健
康

機
、
あ
ん
ま
機
、
ル
ー
ム
ラ

ン
ナ
ー
、
水
槽
セ
″
ト
、
ピ

ニ
ー
ル
ボ
ー
ト
、
ス
キ
ー
靴
（
2
2

・
５
惣
）
、
電
子
オ
ル
ガ
ン
、
精

米
器
、
編
み
機
、
浴
槽
、
ス
チ
ー

ム
サ
ウ
ナ
、
ガ
ス
レ
ン
ジ
。
事
務

机
、
学
習
机
、
寝
頭
書
見
器
。

■
譲
っ
て
欲
し
い

　
本
箱
、
座
い
す
、
ベ
ッ
ド
（
シ

ン
グ
ル
、
二
段
）
、
パ
イ
プ
い
す
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
、
ベ
ビ
ー
キ
ャ
リ

高
等
学
校
教
諭
・
塩
田
浩
一
さ
ん

▼
対
鰍
・
・
肢
体
障
害
者
▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
…
７
月
1
3
日
囲

ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
（
容
⑩

5
6
5
0
ま
た
は
5
6
5
4
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
自
衛
官
の
募
集

　
▼
種
別
・
受
け
付
け
・
対
象
・
：

○
男
子
２
等
陸
士
・
海
士
＝
９
月

中
旬
ま
で
、
1
8
歳
以
上
2
5
歳
未
満

ｏ
男
子
２
等
陸
士
・
海
士
・
空
士
ａ

９
月
５
日
～
6
3
年
３
月
中
旬
、
6
3

年
３
月
新
規
高
校
卒
業
予
定
者
○

男
子
一
般
曹
侯
補
学
生
＝
８
月
１

日
～
1
0
月
９
日
、
高
卒
（
見
込
み
）

～
2
1
歳
未
満
ｏ
航
空
学
生
（
パ
イ

ロ
ッ
ト
）
＝
８
月
１
日
～
９
月
2
6

日
、
高
卒
（
見
込
み
T
2
0
歳
禾
満

ｏ
女
子
２
等
肺
壬
・
海
士
・
空
士
＝

９
月
１
日
～
3
0
日
、
1
8
歳
以
上
2
5

　
市
民
待
望
の
「
行
政
資
料
コ
ー

ナ
ー
」
が
、
七
月
十
五
日
出
に
中

央
図
書
館
参
考
資
料
室
内
に
オ
ー

プ
ン
。

　
同
ワ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
市
の
刊

行
物
を
は
じ
め
、
白
書
な
ど
の
政

府
刊
行
物
な
ど
、
行
政
の
実
情
を

理
解
す
る
上
で
必
要
な
諸
資
料
を

揃
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
調
査
・

学
習
に
お
役
立
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
で
発
行
す
る
刊
行
物

や
資
料
を
図
書
館
へ
集
積
さ
せ
る

シ
ス
テ
ム
は
、
府
下
で
初
め
て
実

現
さ
れ
た
も
の
で
す
。
お
問
い
合

わ
せ
は
、
中
央
図
書
館
（
豊
⑩
1

5
1
1
）
へ
。
　
（
中
央
図
書
館
）

１
、
カ
ー
シ
ー
ト
ラ
ッ
ク
、
オ
ー

冷
凍
冷
蔵
庫
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、

家
具
調
こ
た
つ
、
ミ
キ
サ
ー
、
自

転
車
各
種
、
健
康
器
具
、
池
の
ろ

過
器
、
電
気
オ
ル
ガ
ン
、
和
文
タ

イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
英
文
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
、
ワ
ー
プ
ロ
、
ミ
ニ
ス

ト
ッ
カ
ー
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

歳
禾
満
（
新
卒
予
定
含
む
）
。

　
受
け
付
け
期
間
に
よ
り
、
入
隊

日
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
ぐ
は
、

宇
治
募
集
事
務
所
（
容
㈲
1
7
1

3
）
ま
た
は
市
役
所
企
圃
管
理
部

総
務
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
ま
で
。

　
　
　
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

　
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
五
十

七
年
か
庖
〈
十
一
年
ま
で
大
鳳
寺

跡
の
発
掘
調
査
を
実
施
。
そ
の
成

果
を
「
大
鳳
寺
跡
発
掘
調
査
報
告

書
」
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
▼
頒
布
価
格
二
冊
三
千
円
▼

申
し
込
み
・
問
い
〈
お
せ
・
・
・
社
会

教
育
課
（
〒
Ⅲ
宇
治
琵
琶
4
5
・
豊
⑩

3
1
4
1
）
へ
。
郵
送
を
ご
希
望

の
場
合
は
、
現
金
書
留
で
。
郵
送

料
五
百
円
が
別
店
必
要
。

　
な
お
、
次
の
冊
子
も
頒
布
し
て

い
ま
す
。

　
▽
「
宇
治
の
文
化
財
」
＝
二
百
円
、

市
指
定
の
文
化
財
を
紹
介
▽
「
宇

治
の
遺
跡
」
上
（
百
円
、
市
内
の
二

十
二
遺
跡
を
紹
介
▽
「
宇
治
の
美

術
工
芸
」
上

三
十
三
件
を
紹
介
。

　
早
ハ
鳳
寺
跡
は
、
今
か
ら
約
千

三
百
年
前
の
白
鳳
時
代
に
建
立
さ

れ
た
こ
と
が
解
明
。
瓦
積
み
金
堂

基
厠
一
や
築
地
跡
な
ど
の
遺
構
、
川

原
寺
式
・
平
城
宮
式
な
ど
の
多
量

の
瓦
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　　　★犬は賢い動物★

正しく飼って

　ナガ～イお付き合いを

　
犬
は
、
古
来
よ
り
ぺ
ッ
卜
や

番
犬
と
し
て
、
ま
た
現
在
で
は

盲
導
犬
な
ど
と
し
て
も
、
私
た

ち
人
間
に
最
も
親
し
次
れ
て
い

る
動
物
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
市
に
は
野
犬
の

被
害
を
は
じ
め
、
飼
い
犬
の
放

し
飼
い
や
糞
（
ふ
ん
）
便
に
関
す

る
苦
情
が
殺
到
。
他
人
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
、
留
意
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
正
し
ぐ

犬
を
飼
ラ
た
め
に
、
次
の
点
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
■
散
歩
上
日
中
鎖
に
つ
な

が
れ
て
い
る
犬
に
は
、
ス
ト
レ

ス
が
た
ま
る
も
の
。
ス
ト
レ
ス

発
散
の
た
め
に
は
、
十
分
に
運

動
を
さ
せ
て
ぐ
だ
さ
い
。
首
輪

や
引
き
綱
牽
よ
く
点
検
し
、
犬

を
制
御
出
来
る
人
が
連
れ
て
行

っ
て
ぐ
だ
さ
い
。
朝
晩
の
放
し

飼
い
は
厳
に
戒
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
■
糞
（
ふ
ん
）
便
２

歩
時
の
糞
便
は
、
飼
い
主
の
責

任
で
処
理
す
る
こ
と
が
義
稀
つ

け
卵
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
盈
忌

る
と
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
犬
舎
の
周
囲
も
、
常

に
清
潔
に
。

　
■
鳴
き
声
・
・
・
最
近
、
犬
の
鳴

海
声
に
関
す
る
苦
情
が
増
加
。

飼
い
主
に
は
気
に
な
ら
な
く
て

も
、
他
人
に
は
迷
惑
な
も
の
。

鴫
き
止
ま
な
い
時
は
、
家
屋
内

に
入
れ
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
■
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
は
…

犬
も
家
族
の
一
員
と
し
て
、
最

後
ま
で
面
倒
を
見
ま
し
ょ
う
。

捨
て
犬
は
野
犬
と
な
っ
て
、
人

間
に
危
害
を
加
え
た
り
し
ま
す
。

ど
と
て
も
飼
え
な
ぐ
な
っ
た

場
合
は
、
環
境
保
全
課
（
容
⑩
3

1
4
1
）
ま
た
は
保
健
所
（
き
＠

2
1
9
1
）
ま
で
ご
相
談
欠

　
■
登
録
と
予
防
注
射
・
・
生
後

３
ヵ
月
以
上
の
犬
に
は
、
年
に

一
度
の
決
め
ら
れ
た
時
期
で
の

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
が
必

要
。
迷
い
犬
が
増
え
て
い
る
の

で
、
鑑
札
は
必
ず
首
輪
に
つ
け

て
ぐ
だ
さ
い
。
行
方
不
明
の
時

は
、
保
健
所
に
ご
連
絡
欠

　
　
　
　
　
　
（
環
境
保
全
課
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
（
増
改
築
な
ど
）
相
談
員

増
改
築
の
ご
相
談

　
何
で
も
承
り
ま
す

　
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
（
増
改

築
な
ど
）
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、

増
改
築
相
談
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
相
談
員
は
、
建
設
省
の
指
導

で
、
（
財
百
本
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
が
建
築
業
に
携
わ

っ
た
経
験
が
十
年
以
上
の
人
を

対
象
に
、
一
定
の
研
修
を
実
施
。

こ
れ
を
履
習
し
、
同
セ
ン
タ
ー

に
登
録
し
た
人
を
、
相
談
員
と

し
て
い
ま
す
。

　
▼
増
改
築
相
談
員
登
録
名
簿

の
閲
覧
場
所
・
・
・
住
宅
課
、
開
発

指
導
課
、
市
民
相
談
室
▼
問
い

〈
Ｂ
せ
・
：
住
宅
課
（
き
⑩
3
1

4
1
）
。
　
　
　
　
（
住
宅
課
）

749

すこやか養育相談

　
大
鳳
寺
跡

発
掘
調
査
報
告
書
」

有
償
で
領
布

京
大
』

不
用
日
品
情
報
セ
ン
タ
ー

国体豆知識
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▼もみじ谷

。その名のとおり紅葉の名所とし

て名高い。うっそうたる森林の小

道は、夏でも冷ややかな風が‥･。

　
第
三
十
七
回
宇
治
川
写
生
大
会
は
、

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
合
わ
せ
て
三

土
ハ
校
か
ら
、
一
万
四
千
三
十
九
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
応
募
作
品
は
、
今
年
四
月

中
旬
か
ら
五
月
末
ま
で
に
描
か
れ
た

も
の
で
、
い
ず
れ
も
力
作
？
ろ
い
。

　
審
査
の
結
果
、
個
人
の
部
で
は
推

薦
十
一
点
、
特
選
二
百
二
十
九
点
、

入
選
千
二
百
六
十
点
、
団
体
の
部
で

は
学
校
賞
一
校
、
学
校
奨
励
賞
十
校

が
入
賞
し
ま
し
た
。

　
主
な
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
《
推
薦
》

Ｏ
朝
日
新
聞
社
賞

　
西
村
奈
緒
（
大
開
小
学
校
三
年
）

Ｏ
宇
治
市
長
賞

　
川
本
幸
治
（
向
陵
学
園
宇
治
幼
稚

　
園
）
、
奥
泰
明
（
神
明
小
学
校
一

　
年
）
、
安
達
竜
太
郎
（
菟
道
第
二

　
小
学
校
二
年
）
、
畑
中
利
文
（
城

　
陽
市
立
青
谷
小
学
校
二
年
）
、
谷

　
垣
枝
里
（
木
幡
小
学
校
四
年
）
、
鈴

　
鹿
美
里
　
（
板
島
小
学
校
五
年
）
、

　
小
出
泰
子
（
城
陽
市
立
寺
田
南
小

　
学
校
六
年
）
、
小
嶋
道
範
（
広
野

　
中
学
校
一
年
）
、
坂
谷
ま
ゆ
こ
（
東

　
宇
治
中
学
校
二
年
）
、
熊
代
慎
也

　
（
宇
治
中
学
校
三
年
）
。

ト
朝
日
新
聞
社
賞

　
西
村
奈
緒
さ
ん
の
作
品

　
　
（
大
開
小
学
校
三
年
）

1
1
点
が
推
薦
に
　
　
第
3
7
回
宇
治
川
写
生
大
会
　
　
　
　
　

　
▼
宇
治
市
長
賞

　
　
熊
代
慎
也
さ
ん
の
作
品

　
　
　
（
宇
治
中
学
校
三
年
）

　
《
学
校
賞
》

○
朝
日
新
聞
社
賞

　
大
開
小
学
校

　
《
学
校
奨
励
賞
》

○
宇
治
市
長
賞

　
青
谷
小
学
校
（
城
陽
市
立
）
、
黄

　
道
第
二
小
学
校
、
寺
田
南
小
学
校

　
　
（
城
陽
市
立
）
、
東
宇
治
中
学
校
、

　
横
島
小
学
校
、
久
御
山
中
学
校
（
久

　
御
山
町
立
）
、
宇
治
中
学
校
、
木

　
幡
小
学
校
。

○
京
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
賞

　
木
幡
中
学
校

○
社
団
法
人
京
都
府
観
光
連
盟
賞

　
黄
道
小
学
校
。

　
入
賞
作
品
展

　
１
６
日
か
ら
観
光
セ
ン
タ
ー
で

　
特
選
以
上
の
入
賞
作
品
を
次
の
日

程
で
展
示
Ｌ
笙
す
。
ご
家
族
お
号
心
一

い
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
Ｏ
７
丹
1
6
日
～
2
8
日
＝

幼
稚
園
、
小
学
校
一
年
～
三
年
、
奨

励
賞
Ｏ
７
月
3
0
日
～
8
1
1
1
;
;
＝
i
日
＝
小

学
校
四
年
上
〈
年
Ｏ
８
月
1
3
日
～
2
5

日
‥
Ｕ
中
学
生
、
い
ず
れ
も
午
前
９
時

１
午
後
５
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
観
光
セ
ン

タ
ー
２
階
（
宇
治
塔
川
二
）
。

　
な
お
、
推
薦
作
品
は
全
期
間
展
示

し
ま
す
。
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）
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歩
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自
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